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新型コロナウイルス感染症に対する取扱いの変更について 
 

 ５月８日以降、新型コロナウイルスの感染症法上の分類が５類に引き下げられることに伴

い、学校保健安全法施行規則も改正されましたので、文部科学省からの通知によりコロナに

対するこれまでの取扱いを見直し、以下のように変更しますのでお知らせします。 
 

1 お子様が新型コロナに感染された場合、「発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽

快した後１日を経過するまで」出席停止となります。 

  なお、「発症した後５日を経過」については、発症した日（無症状の感染者につい

ては検体を採取した日）の翌日から、また、「症状が軽快した後１日を経過」につい

ては、症状が軽快した日の翌日から起算することとします。 

  また、出席停止解除後、発症から１０日を経過するまでは、当該園児に対してマス

クの着用を推奨します。 

２ 発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合は、園をお休みし、できれば受診

して結果を園に連絡してください。解熱剤を使用せずに解熱し、かつ、咽頭痛や咳等が

改善した場合は、翌日に登園できます。 

３ 同居のご家族に体調が優れない方がいらっしゃる場合でも、本人が無症状（元気）で

あれば登園は可能です。 

４ ご家族のどなたかが新型コロナに感染された場合、本人が無症状（元気）であれば行

動制限及びその協力要請を行うことはありません。ただし、新型コロナに感染された方

の発症日を０日として、特に５日間はお子様の体調に注意してください。７日目までは

発症する可能性があることを踏まえ、こうした期間は基本的な感染対策に加え、マスク

の着用や高齢者等ハイリスク者と接触を控える等の配慮をお願いします。 

５ 従前であれば濃厚接触者に当たるとされていた園児についても同様に、感染が確認

されていなければ直ちに出席停止の対象とはなりません。 

６ 保護者から感染が不安で休ませたいと相談があった園児について、同居家族に高齢

者や基礎疾患がある者がいるなどの事情があって、他に手段がない場合など、合理的

な理由があると園長が判断する場合には、これまでと同様欠席とはしません。 

７ 園内で感染が広がる可能性が考える場合は、園長の判断により学級閉鎖等を実施す

ることがあります。 
 

 なお、健康観察表については一旦終了しますが、毎朝の検温及び健康観察は引き続きお願

いします。風邪症状も熱もない元気な子が登園していることを前提としてお預かりします。 

 また、これまで配信していましたコロナメールは終了します。今後は、他の感染症情報と

ともに、ホームページで随時お知らせします。 

 今後再び感染が拡大するような事態になったときには、再び感染防止対策を強化せざるを

得ませんが、そうならないよう、ご家庭でも引き続きこまめな手指の手洗いまたは消毒、換

気等についてご協力をお願いします。 


